
１０/３（土曜 15時）教研のお知らせ 

講演 「コロナ感染症と学校」 

講師 児玉龍彦 さん 〔東大・先端研 名誉教授〕  

―“誰でもどこでも”検査ができる「世田谷モデル」提唱者― 

 

「検査を拡大し、感染震源地を特定し、封じ込めなければ、 

      この秋冬は大変なことになる」（児玉教授） 

学校感染にどう対処すればよいか！ 

児玉教授がコロナ感染対策をお話します。 

● 「国や都の対応は、100年前のスペイン風邪と同じ対応をしてい

る。感染症がわかってない。」 

● 「感染症対策は、次の 2点を、早急に実施することです！ 

１  発生周辺の徹底した検査 

２ 「感染震源地」を確定し、封じ込める 

● 低価格で素早い検査体制にする！（例：世田谷モデル） 

１ 国［保健所⇒地方衛生研、2万円］以外に 

  社会検査［クリニック⇒民間検査、5千円］拡大 

２  4 人～5人一度に検査する「プール方式」採用 

 

【日時】１０月３日（土）15時～17時 

【主催】 世田谷・杉並・特別区教組 

【場所】 杉並教組  〔杉並区桃井２－３－５ ☎03-3396-7121〕 

 ■ＪＲ「荻窪駅北口」バス 5分、「八丁」「荻窪警察前」下車） 

＜★目印⇒荻窪郵便局となり（青梅街道沿い）、赤色ポール入る。桃一小南門前＞ 


